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◎特集 防災力を高めよう！

防
災
訓
練
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、庄
原
消
防
署
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ま
た
は
お
近
く
の
消
防
署
・
出

張
所
ま
で
。

年
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、

大
雨
や
暴
風
の
前
後
に
河
川
や

用
水
路
な
ど
に
立
ち
入
り
、
犠
牲
と

な
る
人
が
い
ま
す
。
わ
た
し
も
大
雨

の
時
な
ど
、
田
ん
ぼ
を
見
て
回
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
増
水
し
た
水
路

に
近
づ
く
と
、
体
が
す
ー
っ
と
水
の

中
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
な
感
覚
に

な
り
ま
す
。

い
く
ら
家
の
周
り
が
心
配
で
も
、

命
を
落
と
し
た
の
で
は
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
増
水
し
た
河
川
や
用
水
路

に
近
づ
く
こ
と
は
、
大
変
危
険
で
す
。

絶
対
に
、
一
人
で
危
険
な
場
所
に
は

行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

は
皆
、
い
ざ
と
い
う
時
に
、
慌

て
て
し
ま
い
ま
す
。
西
か
ら
天

気
が
崩
れ
、
九
州
地
方
で
大
雨
が
続

い
て
い
る
時
な
ど
は
、
中
国
地
方
で

も
要
注
意
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
、

ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
い
い
か
イ

メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
、
早
め

に
避
難
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

た
、
頭
で
理
解
し
て
い
て
も
、

実
際
に
訓
練
し
て
い
な
い
と
、

実
践
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

普
段
は
、
消
火
器
の
使
い
方
や
１
１

９
番
通
報
な
ど
、
よ
く
理
解
し
て
い

て
も
、
い
ざ
と
い
う
時
、
実
践
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
事
例
は
数
多
く
あ

り
ま
す
。
災
害
時
に
は
、
普
段
で
き

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
プ
ロ
の
消
防
士
で
も
、

数
カ
月
火
災
が
な
く
て
、
い
ざ
出
動

す
る
と
慌
て
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
は
火
災

が
な
く
て
も
、
定
期
的
に
出
動
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
な
ど
で
も
防
災
訓
練
に
取

り
組
み
、
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

毎人

ま

｢自助｣ は､ 自分でできることを､ 自分自身で行うことをいいます｡
災害からあなたと家族の身を守るのはあなた自身です｡
そのために､ わたしたちは普段からどんなことに注意し､ どのような備えをすれ
ばよいのでしょうか｡
庄原消防署の西口勤係長にお話を聞きました｡

庄原消防署 消防司令

西口
にしぐち

勤
つとむ

◎危険個所に近づかないこと

備北地区消防組合庄原消防署
予防係長兼小隊長｡
昭和30年生まれ､ 東城町戸宇｡
昭和53年１月に採用｡

自分の身は自分で守る��

人命救助訓練

６月は土砂災害防止月間
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防防災災力力をを
高高めめよようう！！

生き埋めや閉じ込められた際の救助

誰が ％ 自助･公助･共助の別
自力で 34.9

自助 66.8％
家族に 31.9
友人・隣人に 28.1

共助 30.7％
通行人に 2.6
救助隊に 1.7 公助 1.7％
その他 0.9
(�日本火災学会：｢兵庫県南部地震における火災に関する調
査報告書｣ による)

特特集集

突
然
で
す
が
、
質
問
で
す
。

災
害
時
に
あ
な
た
を
助
け
て

く
れ
る
の
は
誰
で
す
か
？

昨
年
、
鹿
児
島
県
が
行
っ
た

県
民
意
識
調
査
に
よ
る
と
、

｢

消
防

(

団)

や
警
察
か
ら
救

出
し
て
も
ら
え
る
と
思
う｣

と

回
答
し
た
方
が
最
も
多
く
、
そ

の
割
合
は
75
％
を
超
え
て
い
ま

し
た
。

あ
な
た
の
意
識
は
、
い
か
が

で
す
か
？

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

｢

自
力
で｣

｢

家
族
に｣

な
ど
の

自
助
に
よ
る
救
助
は
67
％
、

｢

友
人
・
隣
人
に｣

な
ど
の
共

助
が
31
％
、
救
急
や
自
衛
隊
な

ど
に
よ
る
公
助
は
２
％
に
も
満

た
な
い
割
合
で
し
た
。

地
震
に
限
ら
ず
、
災
害
の
規

模
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

行
政
の
対
応
力
は
小
さ
く
な
り

ま
す
。

つ
ま
り
、
災
害
か
ら
尊
い
生

命
や
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め

に
は
、
普
段
か
ら

｢

自
助｣

｢

共
助｣

の
充
実
を
図
る
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
す
。

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
。

あ
た
な
と
あ
な
た
の
大
切
な

人
を
守
る
た
め
に
、
防
災
力
を

高
め
ま
し
ょ
う
。

昨年行われた三日市密集地火災想定訓練

平成18年災害
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泉
地
域
は
昔
か
ら
災
害
の
少
な

い
地
域
。
そ
れ
だ
け
に
地
域
住

民
の
危
機
意
識
が
低
く
、
い
ざ
と
い

う
時
に
心
配
な
地
域
で
も
あ
り
ま
し

た
。そ

ん
な
中
、
自
治
振
興
会
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ

｢

誰
も
が
安
心
し
て
、

安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域｣

に
向
け
て
、

｢

自
主
防
災
組
織
を
作
ろ
う｣

と
い

う
声
が
昨
年
度
の
総
会
で
出
ま
し
た
。

早
速
、
振
興
会
内
の
産
業
建
設
部
を

中
心
に
規
約
や
防
災
計
画
を
ま
と
め
、

昨
年
の
６
月
20
日
に

｢

向
泉
自
主
防

災
会｣

を
結
成
し
ま
し
た
。

年
度
は
、
庄
原
市
の
補
助
金
を

活
用
し
、
背
負
い
式
ポ
ン
プ
を

27
基
整
備
。
延
焼
を
防
い
だ
り
、
初

期
消
火
に
役
立
て
た
り
す
る
た
め
、

９
つ
の
集
落
に
３
基
ず
つ
配
備
し
ま

し
た
。
そ
の
他
、
三
次
消
防
署
口
和

出
張
所
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
Ａ

Ｅ
Ｄ

(

自
動
体
外
式
除
細
動
器)

の

講
習
や
、
救
護
講
座
、
文
化
財
火
災

想
定
訓
練
、
防
火
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。｢

参
加
し
て
よ
か
っ
た｣

と

評
判
も
よ
く
、
活
動
を
す
る
た
び
に

参
加
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

防
法
が
改
正
さ
れ
、
庄
原
市
で

は
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に

住
宅
全
戸
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
振

興
会
で
は
、
防
災
活
動
の
一
環
と
し

て
早
め
に
設
置
を
呼
び
か
け
よ
う
と
、

火
災
警
報
器
の
一
括
購
入
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
一
括
購
入
に
よ
り
低
価

格
で
斡
旋
で
き
、
約
２
５
０
基
と
予

想
を
は
る
か
に
上
回
る
申
し
込
み
が

あ
り
ま
し
た
。
地
域
住
民
は

｢

い
ず

れ
設
置
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
悪

徳
商
法
も
多
い
の
で
、
信
頼
で
き
る

業
者
か
ら
安
く
購
入
で
き
て
良
か
っ

た｣

と
喜
ば
れ
、
消
防
署
か
ら
は

｢

こ
ん
な
地
域
は
初
め
て｣

と
感
心

さ
れ
ま
し
た
。

域
で
は
、
高
齢
化
が
進
み
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え
て

い
ま
す
。
家
の
外
に
出
れ
ば
、
今
日

は
誰
が
何
を
し
て
い
る
か
、
夜
に
な

れ
ば
灯
り
が
つ
い
て
い
る
か
、
お
互

い
に
目
配
り
、
気
配
り
を
す
る
こ
と

が
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
日
常
生

活
そ
の
も
の
が
防
災
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
防
災
へ
の
啓
発
、
訓

練
活
動
を
中
心
に
、｢

誰
も
が
安
心

し
て
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域｣

を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

向昨消

地

自分たちの地域は､
自分たちで守る

向泉自治振興会

福歳
ふくとし

年行
としゆき

会長

◎共に支え合い
災害に強い地域を目指す

口和町向泉､ 昭和23年生まれ｡ 口和町
消防団では､ 町の指導員を務めるなど
30年以上にわたり活動してきた｡
向泉自治振興会は､ 129世帯､ 約400人｡

��
｢共助｣ は､ 個人の力だけでは解決が困難なこ
とを､ 地域で協力して行うことをいいます｡
阪神・淡路大震災をきっかけに､ 地域住民など
が力を合わせて助け合う自主防災組織の結成が､
全国的な広がりを見せています｡

平成16年度末で､ 全国の組織率は64・５％､ 広
島県の組織率は61・６％です｡
平成19年度に自主防災組織を結成した向泉自治
振興会の福歳年行会長に､ 防災活動について､
お話を聞きました｡

文化財火災想定訓練

６月は土砂災害防止月間
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広島県は土砂災害危険個所が全国最多で､ 最も土砂災害の起こりやすい県です｡

土砂災害危険個所が身近にあった場合､ 大雨
などで土砂災害が発生する恐れがあります｡
過去に被災した個所を確認するなど､ 自分た
ちが住んでいる地域で､ どこが危険個所か調べ
ましょう｡ 土砂災害危険個所は市役所のほか､
インターネットの広島県防災ウェブでも調べら
れます｡
普段から危険個所を把握し､ 大雨などの時は
早めの避難を心がけましょう｡

近所の危険な場所を知ろう�
いざという時の持ち出し品
を準備�

災害時に集合する避難場所や避難ルート､ 連
絡方法などを確認しておきましょう｡ 避難場所
は市役所のほか､ 市のホームページでも調べら
れます｡ 避難ルートは､ できるだけ危険個所を
さけて設定することが大切です｡
もしも､ 避難することになったら､ 隣近所で
声をかけあい､ お年寄りや子ども､ 体の不自由
な人を優先して､ みんなで助け合って避難しま
しょう｡

災害発生時の避難場所を確認�雨量が１時間に20ミリ以上､ または降り始め
てから100ミリ以上になったら要注意です｡ 今
降っている雨の情報は､ インターネットの広島
県防災ウェブなどで調べられます｡
備北地域は､ １時間に30㎜ (総雨量が60㎜)
以上の雨量が予測される場合に大雨注意報が発
表されます｡ また､ １時間に50㎜ (総雨量が10
0㎜) 以上の雨量が予測される場合には大雨警
報が発表されます｡ テレビやラジオなどで常に
確認しましょう｡

目安を超えたら早めに避難�
土砂災害には前兆があります｡
川の異常な増水やがけのひび割れなど､ 土砂
災害の前兆現象を見かけたら､ 早めに避難しま
しょう｡
●土砂災害の前兆 (山鳴りがする､ 川の水が濁
る､ がけからの水が濁る､ 小石が落ちてくる､
斜面から水が噴き出る､ 沢や井戸の水が濁る
など)

前兆現象に要注意�
●広島県防災ウェブ
http://www.bousai.pref.hiroshima.jp
雨量情報や土砂災害マップなど､ 防災に関する情報が満載です｡
●携帯電話向け ｢広島県防災ウェブ｣
http://www.bousai.pref.hiroshima.jp/i/

QRコード(二次元バーコード)

水や懐中電灯､ ラジオ
をはじめ､ 貴重品､ 食料､
医薬品､ 衣類など､ 持ち
出すものをまとめておき
ましょう｡

すぐに役立つ！

防災情報
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年
は
災
害
の
な
い
大
変
穏
や
か

な
一
年
で
し
た
。
し
か
し
、
昨

年
が
嵐
の
前
の
静
け
さ
と
考
え
る
な

ら
ば
、
今
年
は
大
変
怖
い
年
だ
と
思

い
ま
す
。
大
雨
や
台
風
が
来
る
も
の

と
し
て
、
災
害
へ
の
備
え
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

原
市
で
は
過
疎
・
高
齢
化
が
進

み
、
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が

困
難
だ
っ
た
り
、
誰
か
の
手
助
け
が

必
要
だ
っ
た
り
、
災
害
弱
者
と
呼
ば

れ
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
、
消
防
団
員
は
各

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
の

安
心
・
安
全
は
自
ら
が
守
る
ん
だ
と

い
う
気
概
を
持
ち
、
絶
え
ず
地
域
を

見
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
防
災
・
防
火
・
防
犯
と
、
そ
の

役
割
は
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る
に
は
、

消
防
団
と
常
備
消
防
が
、
そ
れ
ぞ
れ

持
っ
て
い
る
強
み
・
弱
み
を
補
完
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
地

域
に
暮
ら
す
消
防
団
員
は
、
地
域
の

危
険
個
所
や
各
世
帯
の
家
族
構
成
ま

で
、
だ
い
た
い
把
握
し
て
い
ま
す
。

有
事
の
際
は
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
生

か
し
て
、
被
害
の
軽
減
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
住
民
へ
の
声
か
け
も

大
き
な
仕
事
の
一
つ
で
す
。
日
頃
か

ら
、
地
域
住
民
と
お
互
い
に
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
危
機
管
理
意
識
を
高

め
、
自
助
・
共
助
を
下
支
え
す
る
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。原

市
消
防
団
も
合
併
し
て
４
年

目
に
な
り
ま
し
た
。
有
事
に
備

え
、
日
頃
か
ら
各
方
面
隊
、
各
分
団

を
中
心
に
反
復
訓
練
を
重
ね
て
い
ま

す
。
本
年
は
、
消
防
団
員
の
交
流
を

さ
ら
に
深
め
る
た
め
、
初
め
て
夏
期

訓
練
を
合
同
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

林
野
火
災
想
定
訓
練
も
、
地
域
住
民

参
加
型
で
、
よ
り
効
果
が
高
い
訓
練

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

方
で
、
消
防
団
員
も
高
齢
化
し

て
き
た
り
、
昼
間
は
地
域
を
離

れ
た
り
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。
消
防

団
員
だ
け
で
な
く
、
自
主
防
災
組
織

の
結
成
な
ど
、
地
域
住
民
が
お
互
い

に
助
け
合
え
る
地
域
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
低
下
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
い
ざ
と
い
う
時

に
助
け
合
え
る
と
思
っ
た
ら
、
ど
れ

だ
け
心
強
い
で
し
ょ
う
。
防
災
の
基

本
は
自
助
・
共
助
で
す
。

自
主
防
災
組
織
や
消
防
団
の
後
援

会
組
織
の
結
成
を
支
援
し
、
各
地
域

の
防
災
組
織
と
連
携
し
な
が
ら
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

昨庄

一 庄

自助・共助を補完
｢公助｣ は､ 個人や地域の力では解決できないことについて､ 市､ 消防(団)､ 警
察など公的機関が行うことをいいます｡
その中でも､ 地域住民で構成された消防団は､ 日頃から地域に密着した防災活動
に取り組み､ 災害時には常備消防と共に大きな力を発揮しています｡
消防団の活動について､ 庄原市消防団山口忠男団長にお話を聞きました｡

庄原市消防団

山口
やまぐち

忠男
ただお

団長

◎地域住民と情報を共有し
地域の安心・安全を守る

西城町三坂､ 昭和20年生まれ｡ 昭和39
年に西城町消防団に入団｡ 平成10年に
西城町消防団長｡ 市町村合併により､
平成17年から庄原市消防団長｡

�� ６月は土砂災害防止月間

広報しょうばら 2008.6 �

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
住
民
が
自
主
的
に
連
帯
し
て
、

防
災
活
動
を
行
う
組
織
の
こ
と
で
す
。

平
常
時
は
防
災
訓
練
や
広
報
活
動
、
災
害
時
に
は
初
期

消
火
、
救
出
救
護
、
集
団
避
難
、
避
難
所
へ
の
給
水
給
食

な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
住
民
の
合
意
で
結
成
し
、
規

約
、
組
織
、
活
動
内
容
を
定
め
る
こ
と
で
成
立
し
ま
す
。

主
防
災
組
織
と
は

自自治振興区や自治会を活用して結成する方法を
事例に､ 結成の具体的な手順を紹介します｡

主防災組織の結成手順自

自主防災組織の結成について､ 自治振興区や
自治会に提案する｡1

結成準備を行う担当者を決める｡
(防災活動の経験がある人を選ぶのが望ましい)2

役員会でよく話し合い､よりよい案に修正する｡4

役員会で案の了承を得る｡5

自治振興区や自治会の総会で､討議､可決する｡6

自主防災組織の基本的な事項について､ 案を
まとめる｡3
①組織のカタチの決定 ②組織の編成案の作成
③役員の人選 ④規約案の作成
⑤活動計画案の作成 ⑥収支見込み

自主防災組織の結成

組織のカタチには､ いくつかのタイプがありま
す｡ どのような組織にするかは､ 地域の実情に応
じて検討することが大切です｡

主防災組織のカタチ自

【自治振興区が結成する場合の事例】

型 説明 役員構成

重複型
自治振興区の組織を､
そのまま自主防災組織
に兼ねさせるカタチ

自治振興区の代表者､
役員が自主防災組織
の代表者､ 役員を兼
ねる

内部組織型

自治振興区の下に､ 別
に自主防災部門をつく
り､ その部門を自主防
災組織とするカタチ

自治振興区役員とは
別に､ 独自に代表者､
役員を選ぶ

別組織型

自治振興区が中心とな
り､ 自治振興区とは別
に自主防災組織を結成
するカタチ

独自に代表者､ 役員
を選ぶ

(財) 自治総合センターのコミュニティ
助成事業では､ 消防防災資機材の整備を支
援します｡
●助成対象者 自主防災組織および婦人防
火クラブ､ またはその連合体
●助成額 新設の自主防災組織 (30万円～
200万円) など
●助成資機材の参考例 携帯用無線機､ 可
動式動力ポンプ､ ホース､ 防水シート､
テント､ 担架､ 給水タンク､ 炊飯装置
など
※自主防災組織に関することは､ 総務課行
政係 (�0824-73-1123) または各支所地域
振興室に相談してください｡

主防災組織への助成制度自
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